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例会日：毎週木曜日 18時 30分  例会場：関観光ホテル 住所：岐阜県関市池尻 91-2 

事務局：岐阜県関市下有知 1655-1山田ビル 1階Ｄ室  TEL(0575)24-7332  FAX(0575)23-5278 

会長 森 敬  副会長 川上 勉  幹事 石原 妙生  クラブ会報委員長 後藤 政之 

 

 

 

 

 

 

 

本日のプログラム  

長良川環境保全例会 

担 当 ：社会奉仕 環境保全 インターアクト委員会 

                  

 

 

 

 

 

＊ロータリーソング「我らの生業」斉唱 

＊森会長あいさつ 

皆様、こんばんは。本日のお

客様をご紹介致します。 

曹洞宗 圓通寺 住職 岡

田 英賢 様でございます。

本日は、どうぞ宜しくお願い

致します。 

さて、５月１１日（土）に次期会員増強ラーニングセ

ミナーがあり大藪会長エレクトと二人で参加しまし

たのでご報告したいとお思います。 

会員増強は、ＲＩ、地区、各クラブにとって大変重要

な課題です。会員減少が続く中で、日本は世界で一番

減少率が高いのが現状です。入会から３年未満で退

会する会員が多く、亀井ガバナーエレクトは、若い会

員の感性が重要で必要であり、新入会員のクラブで

の居場所あるいはそれなりのポジションを与えて欲

しいと言われました。３年間で３割会員増強したい、

次年度は各クラブで２名増員して欲しいとの事です。 

ＲＩ会長は「伝統など取り払って良い。伝統は改革に

よって守られる」と言われ、例えば例会での点鐘は無

くし服装も自由にしても良いとの事です。しかし、あ

まりラフな服装もどうかと思いますので何か取り決

めがあった方が良いかと思います。 

基調講演があり東京イマジンジョイナスＲＣチャー

ター会長、冨倉進様が講演されました。 

クラブでの活動についてお話しされましたが、関中

央クラブと同じような活動をされておりました。児

童養護施設への支援、こども食堂への食材支援など

生活保護家庭やひとり親家庭など貧困世帯への支援

をしているそうです。本日のゲスト、岡田住職もボラ

ンティアやこども食堂を開催されています。関中央

クラブが関市に寄付をしたお米も有効に活用して頂

関中央ロータリークラブ
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 テーマ 『おせっかいのすすめ』 

担 当 ： 会長 

 

 

 

 

 

 

担当：会長・幹事・会員増強委員会 

2023～2024年度 関中央ロータリークラブ会長テーマ 

「親睦から生まれる奉仕の心、奉仕から広がる友情の輪、 

そして共に成長し合おう」 
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いています。ありがとうございます。我々が行ってい

る活動は正しくて、これからも継続しなくてはなら

ないと改めて確信しました。 

話しは変わりますが、先週の土曜日と日曜日に東海

北陸道グループ幹事会旅行があり事務局員の代理で

参加しました。関クラブがホストクラブで、幹事と事

務局員が本当に良く働かれ素晴らしいアテンドをし

て頂きました１日目は大阪でなんばグランド花月を

観劇し、夜は串揚げ屋さんで懇親会。２日目は、滋賀

県のラコリーナでお土産を買い、昼食は彦根市内で

近江牛のランチを頂きました。美味しい料理と美味

しいお酒で、楽しく歓談出来ました。次年度は関中央

クラブがホストとなりますので、幹事と事務局はし

っかり準備をして頂きたいと思います。 

以上、会長の挨拶と致します。本日はどうぞ宜しくお

願い致します。 

＊卓話 曹洞宗 圓通寺 住職 岡田 英賢 様 

まず始めに場所の説明と

「寺子屋いちょう庵」が

できました経緯をご説明

したいと思います。 

場所は関市小屋名にござ

います観修寺というお寺で行っております。先代住

職は平成 22 年にご逝去されその後、無住の寺となっ

ておりました。 

その後、私が兼務というかたちでこのお寺も維持管

理して参りました。そんな中、建物の老朽化もあり、

総代の皆さんからも解体を望む声が上がっておりま

したが、費用面から解体は断念いたしました。 

それでもなんとか再生しようと片付けはいじめたの

がスタートとなります。はじめは一人でしたが、少し

ずつ協力をいただける方が増えていって現在の形と

なりました。そしてこのお寺を寺子屋「いちょう庵」

と名付け子ども食堂を開始します。 

子ども食堂は 

現在、毎週火曜日・木曜日の週二日行っております。 

こどもたちは、学校から直接寺子屋へやってきます。 

学校から直接集団で寺子屋へ来ることで下校時の安

全面も確保できています。 

子どもたちはまず、宿題を済ませ、そして仲間と一緒

に遊び、一緒にご飯を食べます。 

 

 

こちらはとれった広場さんから規格外のお野菜をい

ただいた時の写真です。このときはカボチャ・じゃが

いも・なすをたくさんいただきました。現在も定期的

に月に一度お野菜をご寄付いただいております。 

また、そのほかにバローホールディングスさんを通

して様々な食材・食品を生産されておみえの方々か

らも焼きぞばや豆腐など定期的にご寄付をいただい

ております。 

 

年に一度中学生だけで調理・接客のすべてを行う「中

学生カフェ」を行います。当日は保護者の皆さんもお

見えになるので通常よりも賑やかになります。 

中学生の皆さんも最初は覚えることばかりで大変で

すが、一生懸命に取り組んでくれます。学校とは違っ

た場所で、地域の皆さんと自分たちの力だけで接客・

調理をすることで、終わった後はやりきった充実感



と、普段見せない満面の笑みがとても印象的でした。 

また、保護者の皆さんや、地域の皆さんからもとても

いい評価のお言葉をいただいております。 

 

こちらは、フードドライブ活動の様子です。 

フードドライブというのは聞き慣れない言葉かもし

れませんが、ご家庭で余っている食材、缶詰・カップ

麺・野菜や・お米などをご寄付いただき近隣子ども食

堂や・社会福祉協議会に提供する活動です。～おたが

いさま～一人一人の小さなご協力かもしれませんが、

たくさんの人が集まれば大きな力となります。 

食材を保管するフードバンクも昨年 4 月より円通寺

に開設いたしました。中には大きな冷蔵庫・冷凍庫・

お米の保管庫などがあります。ここに集まった食材

は関市内子ども食堂の皆さんに連絡をさせていただ

き配布させていただいております。また、市外・県外

からもお見えになることもあります。 

子どもたちに関わるさまざま問題のうち、特に貧困

や虐待、家庭内暴力といった問題は保護者の立場か

らだと『人に知られたくない』ということもあり、な

かなか言い出すことができないと思うのです。 

子どもの立場からは『虐待されています』とか『昨日

ご飯食べていません』とはなかなか言えないと思う

のです。自分の親だし、もしかすると人に言うのは恥

ずかしいことだと思うかもしれません。そして我慢

をしてしまう。我慢の限界まできてしまうと大きな

問題に発展してしまう可能性もあります。 

私たちは『助け合う』ということ知っています。 

でも、助けて！となかなか言い出すことができない。 

他人に頼ることが下手なんです。だからこそ、問題が

大きくなる前に『小さなおせっかい』でいいから「大

丈夫！」「頼っていいんだよ！」と声を掛ける、 

気づき、ということが大切なんです。 

そして、お互いの信頼関係を築くということです。 

そのために、この寺子屋を始めたときに、たった一つ

のルール作りました。「ひとりぼっちをつくらない」

というルールは困っている人、悲しんでいる人の前

を見て見ぬ振りをして通り過ぎないで、傍観者には

絶対にならないでということです。私たち大人も同

じです。いじめられている人がいたとき、そこに助け

に入るには大変な勇気が必要です。でも誰もが逆の

立場になることだってありうるのです。ひとりぼっ

ちをつくらないというのは相手の気持ちになって考

えるということなのです。 

わたしたちは、人生において、悲しみや苦しみ、そし

てどんなに頑張っても「出来ないこと」「ダメなこと」

「変えることのできない運命」みたいなものもあり

ます。そんなときに悲しみや苦しみ、「出来ないこと」

「ダメなこと」「運命に」心が折れて、挫折してしま

うのではないと思うのです。世の中がどんなに便利

になったとしても私たちは決して一人で生きていく

ことはできません。人は人に支えられて今を生きて

います。そして人が人を支えるとき、そこには優しい

心が育まれます。人に優しくする人は自分が困った

ときに必ずたくさんの人が助けてくれます。人に優

しくすること、支え合うことは、つまりは自分自身を

幸せにしてくれることではないでしょうか。 

～ひとりぼっちをつくらない～というたった一つの

ルールの中、みんなで笑ったり、時に涙を流したり、

いろんな事がありました。でも振り返った時にそこ

にはたくさんの笑顔がありました。 

～ひとりぼっちをつくらない～というのは、つらい

ときや、悲しいとき、心が折れそうな時に 

その問題に解決ができないかもしれないけど、大丈

夫だよ、一人にしないからね。と支え合う、寄り添う

ことです。そしてささやかもしれませんが一日一日

の笑顔を積み重ねていくことです。こらからも少し

ずつですがこういった活動を通して互いに支え合う。

そして笑顔の輪が広がって行くことを願うばかりで

あります。 

最後になりますが、この場をお借りしましてこうい

った活動に皆様方にご理解とご協力、また支援をお

願いいたしますとともに、皆様それぞれのこれから



の人生が、笑顔の日々、素晴らしい毎日の連続であり

ますことを祈念させていただきまして、本日の 

～おせっかいのすすめ～寺子屋【いちょう庵】の取り

組みを結びとさせていただきます。 

＊出席委員会 

会員数２８名、本日の出席１２名です。 

＊ニコボックス委員会 

・会長、副会長、幹事 

本日の曹洞宗 圓通寺 住職 岡田 英賢 様には

「おせっかいのすすめ」楽しみにです。どうぞよろし

くお願いします。１２名、12,000円のご投函ありが

とうございました。 

＊幹事報告 

 １ ６月の理事・役員会について 

日 時：6 月 6 日（木）18：00～ 

場 所：山田ビル B 室 

2 5 月のロータリーレートは 1 ドル 157 円です。 

3 NPO 法人 長良川環境レンジャー協会 名和 

様からのご案内 

今年も中京テレビさんと「２４時間テレビ長良川

清掃プロジェクト」を開催いたします。 

日時：７月１３日（土）午前 9 時～11 時  

清掃活動区域：鵜飼い大橋から岐阜グランド前付

近 

皆さんのご参加をお待ちしております。 

昨年度もご協力いただきありがとうございまし

た。 

事務局から会員の皆様にご案内いたします 

 

＜次例会の案内＞ 

第 2144回 2024年 6月 10日（月）  

 台北南隆RC・台湾景文高等学校 歓迎

例会  

担当：会長 幹事 国際奉仕委員会 


